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日本環境ジャーナリストの会 編著
早稲田環境塾 協力

「生物多様性」「生態系サービス」をどう報道すればよいのか？
　「生物多様性」「生態系サービス」という、まだ新しく、定義
も充分に共有されていない概念を、ジャーナリストはどう報道
すればよいのか。
　生物多様性の問題は、分野横断的で、利害が複雑に絡みあい、
デメリットをもたらすこともある。入り組んだ利害関係のなか
では「客観」報道の立場がどこにも見つけられない場合もある。
解説報道、調査報道、そしてアドボカシー（擁護型）報道など、
さまざまな報道手法や報道姿勢を検討する必要がある。
　環境報道に携わるジャーナリストたちが、自分の経験した
ケースをもとに、「生物多様性」「生態系サービス」報道を考察。
第一章では『〈生物多様性〉入門』の鷲谷いづみ氏が特別寄稿。
・第一章　概説―生態系サービスとは何か？
・第二章　�「ルポ」生態系サービス―上流域から下流域まで
・第三章　探求―生物多様性と報道手法
・第四章　討論―「自然の恵み」をどう伝えるか？
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